
◆企 画 名  i.com Presents ITスキルアップ講座～GIMPでチラシや POPを作ろう！～  

日  程  平成 26年 10月 10日（金）、10月 11日（土） 

場  所  千里山キャンパス サテライトステーション 2 

参加者数  19名（ピア・サポータ 4名、一般学生 14名、学生支援室 TA1名） 

目  的 

・関西大学の学生に対する広報活動の技術支援 

・受講者のパソコンスキルの向上 

・i.comの認知度の向上 

内  容 

 本学の学生に対し、画像編集ソスト「GIMP」の使用方法についての講習会を行った。 

なお、講習会は同じ内容を 2日間で 2回行った。 

 

時間：1日目 18：00～19：30、 2日目 14：40～16：10 

対象：GIMPを初めて使用する関西大学の学生 

内容：GIMPの基本的な操作に関して、講習を行った。 

内容は i.comが 9月に配布した小冊子「i.com Presents PC活用小冊子 GIMP編」 

に沿ったものにした。 

   操作方法の講義の後は、見本となる画像を用意し、それを受講者に作成させる中で 

質問へ受け答えし、スキルの習得を支援した。 

効  果 

 アンケート集計結果より、今回は GIMPによる画像編集技術や i.comサポータの対応が

評価された。今回の企画への感想、要望の欄では「イラストの編集機能に限界を感じてい

たため GIMPを触るきっかけになりありがたい」、「初心者であったが、非常にわかりやす

かった」という声を得ることが出来た。このことから、受講者のパソコンスキルの向上と

いう目的は達成出来た。 

改 善 点 

 講義の進行について、受講者はあくまで初心者であることを念頭に入れ、進行状況を確

認しながら講義の速度を調節する。また、テキスト作成に関してもサポータ間でよく相談

し、パソコンの操作に慣れていない受講者がより理解しやすい構成を考えるようにしたい。

講習会当日、遅刻者や欠席者が数名いた。よりスムーズに対処するため、講習会前日に一

度確認の連絡を入れることを検討する。 

感  想 

 今回、初めて PowerPoint 以外のソフトウェアの講習会を行った。これまでのノウハウ

を活かして、講習会の準備に関しては余裕を持って行えたと思う。一方、GIMPは受講者

にとっても初めて扱うソフトウェアであり、講義では受講者が進行についていけない場面

が見受けられた。このことからテキストや講義スピードに配慮が足りなかったと感じた。 

次の計画として、GIMPのもっと詳しい使い方を紹介する小冊子の配布を予定している。

講習会と違い直接相手に伝えることができないため、今回の反省を踏まえ、より相手に分

かりやすい内容を考え、受け取った人が満足してくれるように努めたい。 

 


